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(57)【要約】
　断層画像表示時に、操作者が画質調整のためのタイミ
ングを知ることができ、最適化を行うか否かを自ら判断
することを可能にする。
　超音波診断装置は、生体の組織へ超音波を送信し、超
音波が生体の組織において反射する反射波を受信する超
音波プローブと、反射波に基づいて組織に設定された複
数の測定対象位置の変位量をそれぞれ演算し、組織の断
層画像の画像フレームを構築する画像構築部と、画像フ
レームを表示する表示部と、画像フレームに関する画像
特徴量を解析して、画像特徴量と予め定められた基準特
徴量とを比較する処理部とを備えている。超音波診断装
置は、比較結果に応じて画像フレームの画質を、操作者
が最適化すべきか否かを判断するタイミングが到来した
ことを報知する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体の組織へ超音波を送信し、前記超音波が前記生体の組織において反射する反射波を
受信する超音波プローブと、
　前記反射波に基づいて、前記組織の断層画像の画像フレームを構築する画像構築部と、
　前記画像フレームを表示する表示部と、
　前記画像フレームに関する画像特徴量を解析して、前記画像特徴量と予め定められた基
準特徴量とを比較する処理部と
　を備え、比較結果に応じて前記画像フレームの画質を、操作者が最適化すべきか否かを
判断するタイミングが到来したことを報知する、超音波診断装置。
【請求項２】
　前記処理部は、前記予め定められた基準特徴量として、直前に表示された画像フレーム
の解析結果を採用する、請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記操作者の指示を受け取る操作部をさらに備え、
　前記画像フレームの画質を最適化すべきか否かを判断するタイミングが到来したことが
報知された後、前記操作部が画質の調整を行うよう指示を受けたときは、
　前記処理部は、前記解析結果に基づいて、前記画質を予め設定した基準値に設定するた
めのパラメータを決定し、
　前記画像構築部は、前記パラメータに基づいて前記画像フレームを再構築する、請求項
１に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記操作者からの指示を受け取る操作部をさらに備え、
　前記画像フレームの画質を最適化すべきか否かを判断するタイミングが到来したことが
報知された後、前記操作部が画質の調整を行わないよう指示を受けたときは、
　前記処理部は、前記予め定められた基準特徴量を変化させる、請求項１に記載の超音波
診断装置。
【請求項５】
　前記画像構築部が前記パラメータに基づいて前記画像フレームを再構築した後に、前記
操作部が画質の調整を行わないようさらに指示を受けたときは、
　前記画像構築部は、前記決定したパラメータを適用することなく、画像フレームを再構
築する、請求項３に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記処理部は、前記操作部が画質の調整を行わないよう指示を受けたときに、前記画像
フレームに関する画像特徴量を、前記予め定められた基準特徴量として置き換える、請求
項４に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記処理部は、前記画像特徴量として、前記画像フレーム内に設定された複数の領域の
各々の輝度値に関する特徴量を解析する、請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記操作部は、前記使用者が、画質の調整を行うことを指示することが可能なハードウ
ェアである、請求項３に記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記操作部は、前記使用者が、画質の調整を行わないことを指示することが可能なハー
ドウェアである、請求項３に記載の超音波診断装置。
【請求項１０】
　前記表示部は、画面上のサインにより、前記比較結果に応じて前記画像フレームの画質
を最適化すべきか否かを判断するタイミングが到来したことを報知する、請求項１に記載
の超音波診断装置。
【請求項１１】
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　前記比較結果に応じて前記画像フレームの画質を最適化すべきか否かを判断するタイミ
ングが到来したことを報知する発光装置をさらに備えた、請求項１に記載の超音波診断装
置。
【請求項１２】
　生体の組織へ超音波を送信し、前記超音波が前記生体の組織において反射する反射波を
受信する超音波プローブと、
　前記反射波に基づいて、前記組織の断層画像の画像フレームを構築する画像構築部と、
　前記画像フレームを表示する表示部と、
　処理部と
　を備えた超音波診断装置において利用されるコンピュータプログラムであって、
　前記コンピュータプログラムは、前記処理部に対し、
　前記画像フレームに関する画像特徴量を解析するステップと、
　前記画像特徴量と予め定められた基準特徴量とを比較するステップと、
　比較結果に応じて、前記画像フレームの画質を操作者が最適化すべきか否かを判断する
タイミングが到来したことを報知するステップと
　を実行させる、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置における画像表示技術に関する。より具体的には、本発明は
、超音波診断装置における断層画像の表示を最適化する際の制御技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、体内組織の断層画像を表示する際に利用される機器である。断層画
像は、超音波プローブから送信され、体内組織で反射された超音波に基づいて生成される
。
【０００３】
　超音波プローブの位置変化や被験者が動くことにより、断層画像の表示のされ方は刻々
変化する。そのため、たとえば断層画像の輝度を低減させ、または向上させる処理、いわ
ゆる最適化処理を行って、画像の見え方を調整する処理が必要とされる。
【０００４】
　超音波診断装置において、最適化タイミングを判定し最適化を実行する技術としては特
許文献１や特許文献２に記載の方法が提案されている。
【０００５】
　特許文献１では、連続した画像フレームのピクセル強度ヒストグラムの変化を監視し、
ヒストグラムの特徴量がある一定期間安定しており、且つ最新の画像フレームのピクセル
強度ヒストグラムの特徴量との間に大きな変化が生じた場合にコンピュータは超音波プロ
ーブの移動が発生したと判定して自動的に画像の最適化を実行する。
【０００６】
　特許文献２では、超音波画像を周期的にサンプリングし、サンプリングした超音波画像
を多数のブロックに分割し、前回サンプリングした画像との各ブロックの特徴量の差が閾
値を越えた場合には画像に大きな変化が発生したと判定して自動的に画像の最適化を実行
する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００１－１８７０５７号公報
【特許文献２】特開２００７－９８１４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００８】
　上述の特許文献１および２に記載の方法では、画像の変化が発生した時に装置によって
自動的に最適化がなされてしまうため、操作者は最適化のタイミングを事前に知ることが
できず、画像が急激に変化したことをもって最適化が行われたことを知る他はなかった。
これでは、操作者が望まないタイミングで最適化が行われる可能性がある。
【０００９】
　また、最適化によって操作者が所望する画質の画像が得られなかった場合であっても、
その画質で断層画像を確認し続けなければならず、非常に不便である。
【００１０】
　本発明は、これらの問題に鑑みてなされたものであり、その目的は操作者が画像を最適
化すべきタイミングを知ることができ、最適化を行うか否かを自ら判断できるようにする
ことにある。さらに他の目的は、画像の最適化を選択した後、最適化処理によって所望の
画像が得られなかった場合には、現在の画像の表示方法をさらに変更することを可能にす
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明による超音波診断装置は、生体の組織へ超音波を送信し、前記超音波が前記生体
の組織において反射する反射波を受信する超音波プローブと、前記反射波に基づいて、前
記組織の断層画像の画像フレームを構築する画像構築部と、前記画像フレームを表示する
表示部と、前記画像フレームに関する画像特徴量を解析して、前記画像特徴量と予め定め
られた基準特徴量とを比較する処理部とを備え、比較結果に応じて前記画像フレームの画
質を、操作者が最適化すべきか否かを判断するタイミングが到来したことを報知する。
【００１２】
　前記処理部は、前記予め定められた基準特徴量として、直前に表示された画像フレーム
の解析結果を採用してもよい。
【００１３】
　前記超音波診断装置は、前記操作者の指示を受け取る操作部をさらに備え、前記画像フ
レームの画質を最適化すべきか否かを判断するタイミングが到来したことが報知された後
、前記操作部が画質の調整を行うよう指示を受けたときは、前記処理部は、前記解析結果
に基づいて、前記画質を予め設定した基準値に設定するためのパラメータを決定し、前記
画像構築部は、前記パラメータに基づいて前記画像フレームを再構築してもよい。
【００１４】
　前記超音波診断装置は、前記操作者からの指示を受け取る操作部をさらに備え、前記画
像フレームの画質を最適化すべきか否かを判断するタイミングが到来したことが報知され
た後、前記操作部が画質の調整を行わないよう指示を受けたときは、前記処理部は、前記
予め定められた基準特徴量を変化させてもよい。
【００１５】
　前記画像構築部が前記パラメータに基づいて前記画像フレームを再構築した後に、前記
操作部が画質の調整を行わないようさらに指示を受けたときは、前記画像構築部は、前記
決定したパラメータを適用することなく、画像フレームを再構築してもよい。
【００１６】
　前記処理部は、前記操作部が画質の調整を行わないよう指示を受けたときに、前記画像
フレームに関する画像特徴量を、前記予め定められた基準特徴量として置き換えてもよい
。
【００１７】
　前記処理部は、前記画像特徴量として、前記画像フレーム内に設定された複数の領域の
各々の輝度値に関する特徴量を解析してもよい。
【００１８】
　前記操作部は、前記使用者が、画質の調整を行うことを指示することが可能なハードウ
ェアであってもよい。
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【００１９】
　前記操作部は、前記使用者が、画質の調整を行わないことを指示することが可能なハー
ドウェアであってもよい。
【００２０】
　前記表示部は、画面上のサインにより、前記比較結果に応じて前記画像フレームの画質
を最適化すべきか否かを判断するタイミングが到来したことを報知してもよい。
【００２１】
　前記超音波診断装置は、前記比較結果に応じて前記画像フレームの画質を最適化すべき
か否かを判断するタイミングが到来したことを報知する発光装置をさらに備えていてもよ
い。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、画像フレームの画質を、操作者が最適化すべきか否か判断するタイミ
ングが到来したことが報知されるので、操作者は、使用中に突然画質が調整されるという
違和感を覚えることはない。さらに、画像フレームの画質を最適化するか否かを指示する
ことにより、操作者は自らの意思で画質の調整を行うか否かを判断できる。
【００２３】
　また、画質の調整を行わない旨を指示したときは、そのタイミングを報知する際に利用
された基準（基準特徴量）を変化させるため、その後は異なる基準で、操作者が画質の最
適化を行うタイミングが報知される。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本実施形態による超音波診断装置１００の外観を示す図である。
【図２】本実施形態による超音波診断装置１００の内部構成例を示すブロック図である。
【図３】プロセッサ１０７による最適化タイミングを判定するフローチャートである。
【図４】互いにオーバーラップした２つのサブエリアを示す図である。
【図５】操作者への報知後の処理の手順を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、添付の図面を参照して、本発明による超音波診断装置の実施形態を説明する。
【００２６】
　図１は、本実施形態による超音波診断装置１００の外観を示す。超音波診断装置１００
は、超音波プローブ１０１を用いて体内組織の断層像を画像フレームとしてモニタ１０８
にリアルタイムに表示する。その際、超音波診断装置１００に設けられた種々のボタン、
たとえば操作パネルのボタン１１１、１１２を用いて画質調整の操作等が行われる。
【００２７】
　図２は、本実施形態による超音波診断装置１００の内部構成例を示すブロック図である
。
【００２８】
　超音波診断装置１００は、超音波プローブ１０１と、ＡＤ変換器１０２と、ビームフォ
ーマ１０３と、検波部１０４と、画像構築部１０５と、フレーム記憶部１０６と、プロセ
ッサ１０７と、モニタ１０８と、パラメータ記憶部１０９と、最適化ボタン１１１と、最
適化取消ボタン１１２とを備えている。
【００２９】
　超音波プローブ１０１は、上述したとおり、超音波ビームの送受信を行う。
【００３０】
　ＡＤ変換器１０２は、受信した超音波反射波をデジタル信号に変換する。ビームフォー
マ１０３はＡＤ変換された超音波反射波の遅延合成を行う。検波部１０４は、遅延合成さ
れた超音波エコー信号を包絡線検波する。
【００３１】
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　画像構築部１０５は、検波された超音波エコー信号に対して信号処理を施し組織の断層
画像フレームを構築する。
【００３２】
　フレーム記憶部１０６は、断層画像の画像フレームを蓄積する。蓄積量は、すべての断
層画像フレームであってもよいし、所定時間または所定枚数であってもよい。
【００３３】
　プロセッサ１０７は、いわゆる中央演算処理部（ＣＰＵ）であり、断層画像フレームを
解析し、現在表示されている画像に処理を加えるか否かを判断する。たとえばプロセッサ
１０６は断層画像フレーム間の変化を解析して、輝度値が閾値以下になったことを検出す
ると、画像の輝度を高めるか否かを判断する。
【００３４】
　モニタ１０８は断層画像を表示する。
【００３５】
　パラメータ記憶部１０９は画質調整パラメータおよび画像解析結果を記憶する。
【００３６】
　最適化ボタン１１１は操作者による画像最適化指令をプロセッサ１０７に伝達する。最
適化取消ボタン１１２は操作者による画像最適化取消指令をプロセッサ１０７に伝達する
。
【００３７】
　超音波診断装置１００の動作は以下のとおりである。
【００３８】
　超音波プローブ１０１によって送信された超音波ビームは生体内で反射され、超音波プ
ローブ１０１によって受信される。ＡＤ変換器１０２は受信された超音波反射波に対応す
るアナログ信号をデジタル信号に変換し、ビームフォーマ１０３はその超音波反射波を遅
延合成する。
【００３９】
　検波部１０４は包絡線検波によって受信信号中の送信波（キャリア）成分を除去し、超
音波エコー信号として画像構築部１０５に出力する。
【００４０】
　画像構築部１０５は入力された超音波エコー信号に対してフィルタ処理、トータルゲイ
ン適用処理、ＴＧＣ適用処理、ＬＧＣ適用処理、フレームゲイン適用処理、走査線変換（
スキャンコンバート）等を施して超音波断層画像フレームを構築し、フレーム記憶部１０
６に格納すると同時にモニタ１０８に表示する。
【００４１】
　プロセッサ１０７はフレーム記憶部１０６から画像フレームを取得してその画像の特徴
量を解析する。「特徴量」とは、たとえば画像内に設定された領域ごとの輝度値、または
その標準偏差である。
【００４２】
　さらに、プロセッサ１０７はこの解析結果とパラメータ記憶部１０９から取得した前回
の解析結果を比較し、両画像フレーム間で大きな差異、たとえば予め定められた閾値以上
の輝度値の変化が存在するか否かを判断する。ここで「前回の解析結果」とは、操作者に
よって最適化ボタン１１１が押下された時の画像フレームの解析結果を示す。
【００４３】
　そしてプロセッサ１０７は、両者の間に大きな差異があった場合には、操作者が画質を
調整（または最適化）すべきか否かを判断するタイミング（最適化タイミング）が到来し
たと判定して、モニタ上にサインを表示することで操作者に通知する。操作者への通知方
法としては、モニタ１０８への表示の他には、操作パネル上の最適化ボタン１１１に内蔵
されたＬＥＤやボタンとは独立して設けられたＬＥＤ（図示せず）等の発光装置の点滅で
あってもよい。
【００４４】
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　なお、ここでは「調整」という語と「最適化」という語とは同じ意味で用いられている
。後述する「最適化処理」は画質を向上させるための処理であり、その処理を行った後の
画質はそれまでで最も高い画質であるといえる。そこで、画質がその時点で最も高い状態
であることをもって、「最適化」された、または「調整」された状態であると表現してい
る。
【００４５】
　図３はプロセッサ１０７による最適化タイミングを判定する処理シーケンスを示す。
【００４６】
　ステップ２０１では、プロセッサ１０７は、取得した画像フレームを幅Ｍ、高さＮのサ
ブエリアに分割する。Ｍ、Ｎは予め任意の値に設定しておくことが可能である。本実施形
態においては、各サブエリアは互いにオーバーラップすることなく画定されているとする
。ただし、この画定方法は一例である。各サブエリアは互いにオーバーラップしてもよい
。たとえば図４は、互いにオーバーラップした２つのサブエリアを示す。このように各サ
ブエリアを画定してもよい。
【００４７】
　ステップ２０２では、プロセッサ１０７は、全てのサブエリアの特徴量を計算する。本
実施例では特徴量としてサブエリア内のピクセルの輝度値の標準偏差を用いている。なお
、特徴量としては標準偏差の他にも平均値、メジアン、変動係数等の統計量もしくは画像
のパワースペクトルの総和なども考え得る。
【００４８】
　ステップ２０３では、プロセッサ１０７は、パラメータ記憶部１０９に格納されている
前回のサブエリア特徴量を取得し、サブエリアごとの前回と今回の特徴量の差の絶対値を
求め、さらにこれらの値の総和を計算し、これを前回と今回の画像フレーム間の特徴量差
Ｄｉｆｆとする。
【００４９】
　ステップ２０４では、プロセッサ１０７は予め設定される閾値ＴｈとＤｉｆｆを比較し
、閾値ＴｈよりもＤｉｆｆが大きい場合は画質を更新するタイミングであると判断する。
その後、処理はステップ２０５に進む。
【００５０】
　ステップ２０５では、プロセッサ１０７は、操作者に最適化タイミングが到来したこと
を示すためのサインを表示する。上述のとおり、モニタ１０８への表示であってもよいし
、発光装置の点滅であってもよい。
【００５１】
　ステップ２０６では、プロセッサ１０７は、今回算出した各サブエリアの特徴量を次回
の解析時に使用するためにパラメータ記憶部１０９に格納する。
【００５２】
　ステップ２０５において最適化タイミングが到来したことを示すサインが表示されると
、操作者は、最適化ボタン１１１を押下することにより、画像を最適化することができる
。
【００５３】
　最適化タイミングが到来したことを示すサインが表示された後の処理を具体的に説明す
る。
【００５４】
　図５は、操作者への報知後の処理の手順を示すフローチャートである。
【００５５】
　ステップ３０１において、プロセッサ１０７は、操作者が最適化ボタン１１１または最
適化取消ボタン１１２を押下したことを検出する。最適化ボタン１１１が押下されたとき
は処理はステップ３０２に進み、最適化取消ボタン１１２が押下されたときは、処理はス
テップ３０７に進む。
【００５６】
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　最適化ボタン１１１が押下されると、ステップ３０２において、プロセッサ１０７は設
定直前に現在の画質調整パラメータをパラメータ記憶部１０９に記憶する。そしてステッ
プ３０３～３０５の手順により、プロセッサ１０７は画像を最適化するための画質調整パ
ラメータを算出し画像構築部１０５に設定する。そしてステップ３０６において、画像構
築部１０５は、設定された画質調整パラメータに基づいて画像フレームを再構築し、モニ
タ１０８を介して出力する。
【００５７】
　ステップ３０３～３０６の処理の詳細は以下の通りである。
【００５８】
　まず、画像を最適化するための画質調整パラメータの算出方法については種々の方法を
とりうる。一例として、ＴＧＣ（ｔｉｍｅ　ｇａｉｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ）値の最適化処理
を説明する。
【００５９】
　ＴＧＣとは、画像フレーム内における画像の明度のばらつきを調整するための制御をい
う。超音波を利用すると、表皮から浅い位置よりも深い位置の方が反射波は減衰するため
、深い位置の画像が暗くなる傾向にある。そのため、本実施形態による超音波診断装置１
００では、表皮２からの深度をたとえば７段階に分け、その各々について画像の明度を調
整することが可能である。これにより、深度別のゲインコントロールが可能となり、浅い
位置であっても深い位置であっても、操作者の好みに応じた明度に調整された画像フレー
ムを表示できる。たとえば、すべての深度で均一な明度の画像フレームを表示することも
できるし、体内組織が存在する深度においてより明るい明度で画像フレームを表示するこ
ともできる。この深度別のゲインコントロールに利用される値がＴＧＣ値である。
【００６０】
　ＴＧＣ値の最適化処理は、具体的には以下のように行われる。すなわちステップ３０３
において、プロセッサ１０７は、画像フレーム中の表皮２からの深度ごとに輝度値の平均
値を算出し、続くステップ３０４において求めた平均値とＴＧＣ値との積が、予め設定し
た基準値になるようなＴＧＣ値を、深度ごとに決定する。表皮２からの深度はたとえば７
段階に分けられており、画質は深度ごとに調整することが可能である。
【００６１】
　ステップ３０５において、プロセッサ１０７は、決定されたＴＧＣ値を画質調整パラメ
ータとして画像構築部１０５に設定する。
【００６２】
　ステップ３０６では、画像構築部１０５は、設定された画質調整パラメータに基づいて
画像フレームを再構築し、モニタ１０８を介して出力する。
【００６３】
　操作者が最適化ボタン１１１を押下したものの、最適化後、操作者が最適化取消ボタン
１１２を押下することもある。
【００６４】
　このときプロセッサ１０７はステップ３０７に進み、パラメータ記憶部１０９にパラメ
ータが記憶されているか否かを調べる。ステップ３０２からも分かるとおり、最適化ボタ
ン１１１が少なくとも一回押下されていればパラメータ記憶部１０９にはパラメータが記
憶されていることになる。
【００６５】
　仮に、最適化ボタン１１１が一回も押下されていなければパラメータ記憶部１０９には
パラメータが記憶されておらず、プロセッサ１０７は処理を終了する。パラメータ記憶部
１０９にパラメータが記憶されている場合は、処理はステップ３０８に進む。ステップ３
０８では、プロセッサ１０７は閾値Ｔｈの値を画像フレーム間の特徴量差Ｄｉｆｆで置き
換える。これにより次回の最適化タイミング判定時からはＤｉｆｆの値が閾値となる。こ
のとき、モニタ１０８に表示されている画像フレームに変化はない。
【００６６】
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　次に、ステップ３０９では、プロセッサ１０７はパラメータ記憶部１０９に記憶されて
いた最適化直前のＴＧＣ値を呼び出し、画質調整パラメータとして画像構築部１０５に設
定する。これは、最適化処理の実行後に最適化処理がキャンセルされたことを意味する。
ステップ３１０において、画像構築部１０５は、設定された画質調整パラメータに基づい
て画像フレームを再構築し、モニタ１０８を介して出力する。
【００６７】
　なお、最適化直前の画質調整パラメータを画像構築部１０５に設定する処理は例である
。使用者は現在表示されている画像に不満を覚えているため、その表示方法をさらに変更
することが好ましい。したがって、最適化処理前の画質調整パラメータを設定するのでは
なく、使用者が満足するまでさらに他の画像処理を行ってもよい。
【００６８】
　操作者が最適化取消ボタン１１２を押下する理由は、その操作者にとっては、その時点
では画質の最適化を希望しないこと、すなわち、超音波診断装置１００が提示したその時
点での最適化基準と操作者の最適化基準とが一致していないことを意味している。上述の
ように閾値を変更することにより、閾値を、より操作者の最適化基準に近づけることが可
能となる。
【００６９】
　上述の説明では、フレーム記憶部１０６は断層画像の画像フレームを蓄積するとした。
しかし、画像フレームそのものではなく、画像フレームの解析結果である画像特徴量を蓄
積してもよい。これにより、フレーム記憶部１０６の記憶容量を抑制することができる。
【００７０】
　本実施形態においては、操作者が最適化を行うか否かを指示するための操作手段は、ハ
ードウェアとしての最適化ボタン１１１および最適化取消ボタン１１２を想定している。
しかしながら、これは一例である。他の例として、モニタ１０８をタッチパネル化し、モ
ニタ１０８にボタン１１１および１１２を表示してもよい。このときは、最適化ボタン１
１１および最適化取消ボタン１１２の各表示位置に対応するタッチパネル部分が、操作手
段となる。または、モニタ１０８に、ボタン１１１および１１２に対応する２つのダイア
ログボックスを表示し、マウスやキーボードを操作することによって選択可能にしてもよ
い。このときは、マウスやキーボードが操作手段となる。
【００７１】
　なお、図３および図５に示すフローチャートを用いて説明した処理は、プロセッサ１０
７に実行されるコンピュータプログラムとして実現され得る。そのようなコンピュータプ
ログラムは、ＣＤ－ＲＯＭ等の記録媒体に記録されて製品として市場に流通され、または
、インターネット等の電気通信回線を通じて伝送される。超音波診断装置１００のプロセ
ッサ１０７は、当該コンピュータプログラムを実行可能な汎用のプロセッサ（半導体回路
）として実現される。または、そのようなコンピュータプログラムとプロセッサ１０７と
が一体化された専用プロセッサとして実現される。
【産業上の利用可能性】
【００７２】
　本発明に係る超音波診断装置は、被検体の断層画像の最適化タイミングを使用者に提示
することが可能であり、使用者は自らの判断で画像を最適化して表示させるか否かを判断
することができる。使用者の希望を反映して画像を確認できるため有用である。
【符号の説明】
【００７３】
　１００　超音波診断装置
　１０１　超音波プローブ
　１０２　ＡＤ変換器
　１０３　ビームフォーマ
　１０４　検波部
　１０５　画像構築部
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　１０６　フレーム記憶部
　１０７　プロセッサ
　１０８　モニタ
　１０９　パラメータ記憶部
　１１１　最適化ボタン
　１１２　最適化取消ボタン

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【手続補正書】
【提出日】平成23年1月21日(2011.1.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置における画像表示技術に関する。より具体的には、本発明は
、超音波診断装置における断層画像の表示を最適化する際の制御技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、体内組織の断層画像を表示する際に利用される機器である。断層画
像は、超音波プローブから送信され、体内組織で反射された超音波に基づいて生成される
。
【０００３】
　超音波プローブの位置変化や被験者が動くことにより、断層画像の表示のされ方は刻々
変化する。そのため、たとえば断層画像の輝度を低減させ、または向上させる処理、いわ
ゆる最適化処理を行って、画像の見え方を調整する処理が必要とされる。
【０００４】
　超音波診断装置において、最適化タイミングを判定し最適化を実行する技術としては特
許文献１や特許文献２に記載の方法が提案されている。
【０００５】
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　特許文献１では、連続した画像フレームのピクセル強度ヒストグラムの変化を監視し、
ヒストグラムの特徴量がある一定期間安定しており、且つ最新の画像フレームのピクセル
強度ヒストグラムの特徴量との間に大きな変化が生じた場合にコンピュータは超音波プロ
ーブの移動が発生したと判定して自動的に画像の最適化を実行する。
【０００６】
　特許文献２では、超音波画像を周期的にサンプリングし、サンプリングした超音波画像
を多数のブロックに分割し、前回サンプリングした画像との各ブロックの特徴量の差が閾
値を越えた場合には画像に大きな変化が発生したと判定して自動的に画像の最適化を実行
する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００１－１８７０５７号公報
【特許文献２】特開２００７－９８１４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上述の特許文献１および２に記載の方法では、画像の変化が発生した時に装置によって
自動的に最適化がなされてしまうため、操作者は最適化のタイミングを事前に知ることが
できず、画像が急激に変化したことをもって最適化が行われたことを知る他はなかった。
これでは、操作者が望まないタイミングで最適化が行われる可能性がある。
【０００９】
　また、最適化によって操作者が所望する画質の画像が得られなかった場合であっても、
その画質で断層画像を確認し続けなければならず、非常に不便である。
【００１０】
　本発明は、これらの問題に鑑みてなされたものであり、その目的は操作者が画像を最適
化すべきタイミングを知ることができ、最適化を行うか否かを自ら判断できるようにする
ことにある。さらに他の目的は、画像の最適化を選択した後、最適化処理によって所望の
画像が得られなかった場合には、現在の画像の表示方法をさらに変更することを可能にす
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明による超音波診断装置は、生体の組織へ超音波を送信し、前記超音波が前記生体
の組織において反射する反射波を受信する超音波プローブと、前記反射波に基づいて、前
記組織の断層画像の画像フレームを構築する画像構築部と、前記画像フレームを表示する
表示部と、前記画像フレームに関する画像特徴量を解析して、前記画像特徴量と予め定め
られた基準特徴量とを比較する処理部とを備え、比較結果に応じて前記画像フレームの画
質を、操作者が最適化すべきか否かを判断するタイミングが到来したことを報知する。
【００１２】
　前記処理部は、前記予め定められた基準特徴量として、直前に表示された画像フレーム
の解析結果を採用してもよい。
【００１３】
　前記超音波診断装置は、前記操作者の指示を受け取る操作部をさらに備え、前記画像フ
レームの画質を最適化すべきか否かを判断するタイミングが到来したことが報知された後
、前記操作部が画質の調整を行うよう指示を受けたときは、前記処理部は、前記解析結果
に基づいて、前記画質を予め設定した基準値に設定するためのパラメータを決定し、前記
画像構築部は、前記パラメータに基づいて前記画像フレームを再構築してもよい。
【００１４】
　前記超音波診断装置は、前記操作者からの指示を受け取る操作部をさらに備え、前記画
像フレームの画質を最適化すべきか否かを判断するタイミングが到来したことが報知され
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た後、前記操作部が画質の調整を行わないよう指示を受けたときは、前記処理部は、前記
予め定められた基準特徴量を変化させてもよい。
【００１５】
　前記画像構築部が前記パラメータに基づいて前記画像フレームを再構築した後に、前記
操作部が画質の調整を行わないようさらに指示を受けたときは、前記画像構築部は、前記
決定したパラメータを適用することなく、画像フレームを再構築してもよい。
【００１６】
　前記処理部は、前記操作部が画質の調整を行わないよう指示を受けたときに、前記画像
フレームに関する画像特徴量を、前記予め定められた基準特徴量として置き換えてもよい
。
【００１７】
　前記処理部は、前記画像特徴量として、前記画像フレーム内に設定された複数の領域の
各々の輝度値に関する特徴量を解析してもよい。
【００１８】
　前記操作部は、前記使用者が、画質の調整を行うことを指示することが可能なハードウ
ェアであってもよい。
【００１９】
　前記操作部は、前記使用者が、画質の調整を行わないことを指示することが可能なハー
ドウェアであってもよい。
【００２０】
　前記表示部は、画面上のサインにより、前記比較結果に応じて前記画像フレームの画質
を最適化すべきか否かを判断するタイミングが到来したことを報知してもよい。
【００２１】
　前記超音波診断装置は、前記比較結果に応じて前記画像フレームの画質を最適化すべき
か否かを判断するタイミングが到来したことを報知する発光装置をさらに備えていてもよ
い。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、画像フレームの画質を、操作者が最適化すべきか否か判断するタイミ
ングが到来したことが報知されるので、操作者は、使用中に突然画質が調整されるという
違和感を覚えることはない。さらに、画像フレームの画質を最適化するか否かを指示する
ことにより、操作者は自らの意思で画質の調整を行うか否かを判断できる。
【００２３】
　また、画質の調整を行わない旨を指示したときは、そのタイミングを報知する際に利用
された基準（基準特徴量）を変化させるため、その後は異なる基準で、操作者が画質の最
適化を行うタイミングが報知される。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本実施形態による超音波診断装置１００の外観を示す図である。
【図２】本実施形態による超音波診断装置１００の内部構成例を示すブロック図である。
【図３】プロセッサ１０７による最適化タイミングを判定するフローチャートである。
【図４】互いにオーバーラップした２つのサブエリアを示す図である。
【図５】操作者への報知後の処理の手順を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、添付の図面を参照して、本発明による超音波診断装置の実施形態を説明する。
【００２６】
　図１は、本実施形態による超音波診断装置１００の外観を示す。超音波診断装置１００
は、超音波プローブ１０１を用いて体内組織の断層像を画像フレームとしてモニタ１０８
にリアルタイムに表示する。その際、超音波診断装置１００に設けられた種々のボタン、
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たとえば操作パネルのボタン１１１、１１２を用いて画質調整の操作等が行われる。
【００２７】
　図２は、本実施形態による超音波診断装置１００の内部構成例を示すブロック図である
。
【００２８】
　超音波診断装置１００は、超音波プローブ１０１と、ＡＤ変換器１０２と、ビームフォ
ーマ１０３と、検波部１０４と、画像構築部１０５と、フレーム記憶部１０６と、プロセ
ッサ１０７と、モニタ１０８と、パラメータ記憶部１０９と、最適化ボタン１１１と、最
適化取消ボタン１１２とを備えている。
【００２９】
　超音波プローブ１０１は、上述したとおり、超音波ビームの送受信を行う。
【００３０】
　ＡＤ変換器１０２は、受信した超音波反射波をデジタル信号に変換する。ビームフォー
マ１０３はＡＤ変換された超音波反射波の遅延合成を行う。検波部１０４は、遅延合成さ
れた超音波エコー信号を包絡線検波する。
【００３１】
　画像構築部１０５は、検波された超音波エコー信号に対して信号処理を施し組織の断層
画像フレームを構築する。
【００３２】
　フレーム記憶部１０６は、断層画像の画像フレームを蓄積する。蓄積量は、すべての断
層画像フレームであってもよいし、所定時間または所定枚数であってもよい。
【００３３】
　プロセッサ１０７は、いわゆる中央演算処理部（ＣＰＵ）であり、断層画像フレームを
解析し、現在表示されている画像に処理を加えるか否かを判断する。たとえばプロセッサ
１０６は断層画像フレーム間の変化を解析して、輝度値が閾値以下になったことを検出す
ると、画像の輝度を高めるか否かを判断する。
【００３４】
　モニタ１０８は断層画像を表示する。
【００３５】
　パラメータ記憶部１０９は画質調整パラメータおよび画像解析結果を記憶する。
【００３６】
　最適化ボタン１１１は操作者による画像最適化指令をプロセッサ１０７に伝達する。最
適化取消ボタン１１２は操作者による画像最適化取消指令をプロセッサ１０７に伝達する
。
【００３７】
　超音波診断装置１００の動作は以下のとおりである。
【００３８】
　超音波プローブ１０１によって送信された超音波ビームは生体内で反射され、超音波プ
ローブ１０１によって受信される。ＡＤ変換器１０２は受信された超音波反射波に対応す
るアナログ信号をデジタル信号に変換し、ビームフォーマ１０３はその超音波反射波を遅
延合成する。
【００３９】
　検波部１０４は包絡線検波によって受信信号中の送信波（キャリア）成分を除去し、超
音波エコー信号として画像構築部１０５に出力する。
【００４０】
　画像構築部１０５は入力された超音波エコー信号に対してフィルタ処理、トータルゲイ
ン適用処理、ＴＧＣ適用処理、ＬＧＣ適用処理、フレームゲイン適用処理、走査線変換（
スキャンコンバート）等を施して超音波断層画像フレームを構築し、フレーム記憶部１０
６に格納すると同時にモニタ１０８に表示する。
【００４１】
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　プロセッサ１０７はフレーム記憶部１０６から画像フレームを取得してその画像の特徴
量を解析する。「特徴量」とは、たとえば画像内に設定された領域ごとの輝度値、または
その標準偏差である。
【００４２】
　さらに、プロセッサ１０７はこの解析結果とパラメータ記憶部１０９から取得した前回
の解析結果を比較し、両画像フレーム間で大きな差異、たとえば予め定められた閾値以上
の輝度値の変化が存在するか否かを判断する。ここで「前回の解析結果」とは、操作者に
よって最適化ボタン１１１が押下された時の画像フレームの解析結果を示す。
【００４３】
　そしてプロセッサ１０７は、両者の間に大きな差異があった場合には、操作者が画質を
調整（または最適化）すべきか否かを判断するタイミング（最適化タイミング）が到来し
たと判定して、モニタ上にサインを表示することで操作者に通知する。操作者への通知方
法としては、モニタ１０８への表示の他には、操作パネル上の最適化ボタン１１１に内蔵
されたＬＥＤやボタンとは独立して設けられたＬＥＤ（図示せず）等の発光装置の点滅で
あってもよい。
【００４４】
　なお、ここでは「調整」という語と「最適化」という語とは同じ意味で用いられている
。後述する「最適化処理」は画質を向上させるための処理であり、その処理を行った後の
画質はそれまでで最も高い画質であるといえる。そこで、画質がその時点で最も高い状態
であることをもって、「最適化」された、または「調整」された状態であると表現してい
る。
【００４５】
　図３はプロセッサ１０７による最適化タイミングを判定する処理シーケンスを示す。
【００４６】
　ステップ２０１では、プロセッサ１０７は、取得した画像フレームを幅Ｍ、高さＮのサ
ブエリアに分割する。Ｍ、Ｎは予め任意の値に設定しておくことが可能である。本実施形
態においては、各サブエリアは互いにオーバーラップすることなく画定されているとする
。ただし、この画定方法は一例である。各サブエリアは互いにオーバーラップしてもよい
。たとえば図４は、互いにオーバーラップした２つのサブエリアを示す。このように各サ
ブエリアを画定してもよい。
【００４７】
　ステップ２０２では、プロセッサ１０７は、全てのサブエリアの特徴量を計算する。本
実施例では特徴量としてサブエリア内のピクセルの輝度値の標準偏差を用いている。なお
、特徴量としては標準偏差の他にも平均値、メジアン、変動係数等の統計量もしくは画像
のパワースペクトルの総和なども考え得る。
【００４８】
　ステップ２０３では、プロセッサ１０７は、パラメータ記憶部１０９に格納されている
前回のサブエリア特徴量を取得し、サブエリアごとの前回と今回の特徴量の差の絶対値を
求め、さらにこれらの値の総和を計算し、これを前回と今回の画像フレーム間の特徴量差
Ｄｉｆｆとする。
【００４９】
　ステップ２０４では、プロセッサ１０７は予め設定される閾値ＴｈとＤｉｆｆを比較し
、閾値ＴｈよりもＤｉｆｆが大きい場合は画質を更新するタイミングであると判断する。
その後、処理はステップ２０５に進む。
【００５０】
　ステップ２０５では、プロセッサ１０７は、操作者に最適化タイミングが到来したこと
を示すためのサインを表示する。上述のとおり、モニタ１０８への表示であってもよいし
、発光装置の点滅であってもよい。
【００５１】
　ステップ２０６では、プロセッサ１０７は、今回算出した各サブエリアの特徴量を次回
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の解析時に使用するためにパラメータ記憶部１０９に格納する。
【００５２】
　ステップ２０５において最適化タイミングが到来したことを示すサインが表示されると
、操作者は、最適化ボタン１１１を押下することにより、画像を最適化することができる
。
【００５３】
　最適化タイミングが到来したことを示すサインが表示された後の処理を具体的に説明す
る。
【００５４】
　図５は、操作者への報知後の処理の手順を示すフローチャートである。
【００５５】
　ステップ３０１において、プロセッサ１０７は、操作者が最適化ボタン１１１または最
適化取消ボタン１１２を押下したことを検出する。最適化ボタン１１１が押下されたとき
は処理はステップ３０２に進み、最適化取消ボタン１１２が押下されたときは、処理はス
テップ３０７に進む。
【００５６】
　最適化ボタン１１１が押下されると、ステップ３０２において、プロセッサ１０７は設
定直前に現在の画質調整パラメータをパラメータ記憶部１０９に記憶する。そしてステッ
プ３０３～３０５の手順により、プロセッサ１０７は画像を最適化するための画質調整パ
ラメータを算出し画像構築部１０５に設定する。そしてステップ３０６において、画像構
築部１０５は、設定された画質調整パラメータに基づいて画像フレームを再構築し、モニ
タ１０８を介して出力する。
【００５７】
　ステップ３０３～３０６の処理の詳細は以下の通りである。
【００５８】
　まず、画像を最適化するための画質調整パラメータの算出方法については種々の方法を
とりうる。一例として、ＴＧＣ（ｔｉｍｅ　ｇａｉｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ）値の最適化処理
を説明する。
【００５９】
　ＴＧＣとは、画像フレーム内における画像の明度のばらつきを調整するための制御をい
う。超音波を利用すると、表皮から浅い位置よりも深い位置の方が反射波は減衰するため
、深い位置の画像が暗くなる傾向にある。そのため、本実施形態による超音波診断装置１
００では、表皮２からの深度をたとえば７段階に分け、その各々について画像の明度を調
整することが可能である。これにより、深度別のゲインコントロールが可能となり、浅い
位置であっても深い位置であっても、操作者の好みに応じた明度に調整された画像フレー
ムを表示できる。たとえば、すべての深度で均一な明度の画像フレームを表示することも
できるし、体内組織が存在する深度においてより明るい明度で画像フレームを表示するこ
ともできる。この深度別のゲインコントロールに利用される値がＴＧＣ値である。
【００６０】
　ＴＧＣ値の最適化処理は、具体的には以下のように行われる。すなわちステップ３０３
において、プロセッサ１０７は、画像フレーム中の表皮２からの深度ごとに輝度値の平均
値を算出し、続くステップ３０４において求めた平均値とＴＧＣ値との積が、予め設定し
た基準値になるようなＴＧＣ値を、深度ごとに決定する。表皮２からの深度はたとえば７
段階に分けられており、画質は深度ごとに調整することが可能である。
【００６１】
　ステップ３０５において、プロセッサ１０７は、決定されたＴＧＣ値を画質調整パラメ
ータとして画像構築部１０５に設定する。
【００６２】
　ステップ３０６では、画像構築部１０５は、設定された画質調整パラメータに基づいて
画像フレームを再構築し、モニタ１０８を介して出力する。
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【００６３】
　操作者が最適化ボタン１１１を押下したものの、最適化後、操作者が最適化取消ボタン
１１２を押下することもある。
【００６４】
　このときプロセッサ１０７はステップ３０７に進み、パラメータ記憶部１０９にパラメ
ータが記憶されているか否かを調べる。ステップ３０２からも分かるとおり、最適化ボタ
ン１１１が少なくとも一回押下されていればパラメータ記憶部１０９にはパラメータが記
憶されていることになる。
【００６５】
　仮に、最適化ボタン１１１が一回も押下されていなければパラメータ記憶部１０９には
パラメータが記憶されておらず、プロセッサ１０７は処理を終了する。パラメータ記憶部
１０９にパラメータが記憶されている場合は、処理はステップ３０８に進む。ステップ３
０８では、プロセッサ１０７は閾値Ｔｈの値を画像フレーム間の特徴量差Ｄｉｆｆで置き
換える。これにより次回の最適化タイミング判定時からはＤｉｆｆの値が閾値となる。こ
のとき、モニタ１０８に表示されている画像フレームに変化はない。
【００６６】
　次に、ステップ３０９では、プロセッサ１０７はパラメータ記憶部１０９に記憶されて
いた最適化直前のＴＧＣ値を呼び出し、画質調整パラメータとして画像構築部１０５に設
定する。これは、最適化処理の実行後に最適化処理がキャンセルされたことを意味する。
ステップ３１０において、画像構築部１０５は、設定された画質調整パラメータに基づい
て画像フレームを再構築し、モニタ１０８を介して出力する。
【００６７】
　なお、最適化直前の画質調整パラメータを画像構築部１０５に設定する処理は例である
。使用者は現在表示されている画像に不満を覚えているため、その表示方法をさらに変更
することが好ましい。したがって、最適化処理前の画質調整パラメータを設定するのでは
なく、使用者が満足するまでさらに他の画像処理を行ってもよい。
【００６８】
　操作者が最適化取消ボタン１１２を押下する理由は、その操作者にとっては、その時点
では画質の最適化を希望しないこと、すなわち、超音波診断装置１００が提示したその時
点での最適化基準と操作者の最適化基準とが一致していないことを意味している。上述の
ように閾値を変更することにより、閾値を、より操作者の最適化基準に近づけることが可
能となる。
【００６９】
　上述の説明では、フレーム記憶部１０６は断層画像の画像フレームを蓄積するとした。
しかし、画像フレームそのものではなく、画像フレームの解析結果である画像特徴量を蓄
積してもよい。これにより、フレーム記憶部１０６の記憶容量を抑制することができる。
【００７０】
　本実施形態においては、操作者が最適化を行うか否かを指示するための操作手段は、ハ
ードウェアとしての最適化ボタン１１１および最適化取消ボタン１１２を想定している。
しかしながら、これは一例である。他の例として、モニタ１０８をタッチパネル化し、モ
ニタ１０８にボタン１１１および１１２を表示してもよい。このときは、最適化ボタン１
１１および最適化取消ボタン１１２の各表示位置に対応するタッチパネル部分が、操作手
段となる。または、モニタ１０８に、ボタン１１１および１１２に対応する２つのダイア
ログボックスを表示し、マウスやキーボードを操作することによって選択可能にしてもよ
い。このときは、マウスやキーボードが操作手段となる。
【００７１】
　なお、図３および図５に示すフローチャートを用いて説明した処理は、プロセッサ１０
７に実行されるコンピュータプログラムとして実現され得る。そのようなコンピュータプ
ログラムは、ＣＤ－ＲＯＭ等の記録媒体に記録されて製品として市場に流通され、または
、インターネット等の電気通信回線を通じて伝送される。超音波診断装置１００のプロセ
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ッサ１０７は、当該コンピュータプログラムを実行可能な汎用のプロセッサ（半導体回路
）として実現される。または、そのようなコンピュータプログラムとプロセッサ１０７と
が一体化された専用プロセッサとして実現される。
【産業上の利用可能性】
【００７２】
　本発明に係る超音波診断装置は、被検体の断層画像の最適化タイミングを使用者に提示
することが可能であり、使用者は自らの判断で画像を最適化して表示させるか否かを判断
することができる。使用者の希望を反映して画像を確認できるため有用である。
【符号の説明】
【００７３】
　１００　超音波診断装置
　１０１　超音波プローブ
　１０２　ＡＤ変換器
　１０３　ビームフォーマ
　１０４　検波部
　１０５　画像構築部
　１０６　フレーム記憶部
　１０７　プロセッサ
　１０８　モニタ
　１０９　パラメータ記憶部
　１１１　最適化ボタン
　１１２　最適化取消ボタン
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体の組織へ超音波を送信し、前記超音波が前記生体の組織において反射する反射波を
受信する超音波プローブと、
　前記反射波に基づいて、前記組織の断層画像の画像フレームを構築する画像構築部と、
　前記画像フレームを表示する表示部と、
　前記画像フレームに関する画像特徴量を解析して、前記画像特徴量と予め定められた基
準特徴量とを比較する処理部と
　を備え、比較結果に応じて前記画像フレームの画質を、操作者が最適化すべきか否かを
判断するタイミングが到来したことを報知する、超音波診断装置。
【請求項２】
　前記処理部は、前記予め定められた基準特徴量として、直前に表示された画像フレーム
の解析結果を採用する、請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記操作者の指示を受け取る操作部をさらに備え、
　前記画像フレームの画質を最適化すべきか否かを判断するタイミングが到来したことが
報知された後、前記操作部が画質の調整を行うよう指示を受けたときは、
　前記処理部は、前記解析結果に基づいて、前記画質を予め設定した基準値に設定するた
めのパラメータを決定し、
　前記画像構築部は、前記パラメータに基づいて前記画像フレームを再構築する、請求項
１に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記操作者からの指示を受け取る操作部をさらに備え、
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　前記画像フレームの画質を最適化すべきか否かを判断するタイミングが到来したことが
報知された後、前記操作部が画質の調整を行わないよう指示を受けたときは、
　前記処理部は、前記予め定められた基準特徴量を変化させる、請求項１に記載の超音波
診断装置。
【請求項５】
　前記画像構築部が前記パラメータに基づいて前記画像フレームを再構築した後に、前記
操作部が画質の調整を行わないようさらに指示を受けたときは、
　前記画像構築部は、前記決定したパラメータを適用することなく、画像フレームを再構
築する、請求項３に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記処理部は、前記操作部が画質の調整を行わないよう指示を受けたときに、前記画像
フレームに関する画像特徴量を、前記予め定められた基準特徴量として置き換える、請求
項４に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記処理部は、前記画像特徴量として、前記画像フレーム内に設定された複数の領域の
各々の輝度値に関する特徴量を解析する、請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記操作部は、前記使用者が、画質の調整を行うことを指示することが可能なハードウ
ェアである、請求項３に記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記操作部は、前記使用者が、画質の調整を行わないことを指示することが可能なハー
ドウェアである、請求項３に記載の超音波診断装置。
【請求項１０】
　前記表示部は、画面上のサインにより、前記比較結果に応じて前記画像フレームの画質
を最適化すべきか否かを判断するタイミングが到来したことを報知する、請求項１に記載
の超音波診断装置。
【請求項１１】
　前記比較結果に応じて前記画像フレームの画質を最適化すべきか否かを判断するタイミ
ングが到来したことを報知する発光装置をさらに備えた、請求項１に記載の超音波診断装
置。
【請求項１２】
　生体の組織へ超音波を送信し、前記超音波が前記生体の組織において反射する反射波を
受信する超音波プローブと、
　前記反射波に基づいて、前記組織の断層画像の画像フレームを構築する画像構築部と、
　前記画像フレームを表示する表示部と、
　処理部と
　を備えた超音波診断装置において利用されるコンピュータプログラムであって、
　前記コンピュータプログラムは、前記処理部に対し、
　前記画像フレームに関する画像特徴量を解析するステップと、
　前記画像特徴量と予め定められた基準特徴量とを比較するステップと、
　比較結果に応じて、前記画像フレームの画質を操作者が最適化すべきか否かを判断する
タイミングが到来したことを報知するステップと
　を実行させる、コンピュータプログラム。
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】全図
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】

【図２】

【図３】
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